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コロナ禍でペーパーレス化に拍車

紙の運用見直し効率化へ
新型コロナウイルス禍の影響で、多くの企業が在宅勤務を導入した。従
業員が出社しなくても業務を円滑に進める必要があり、ペーパーレス化に
拍車をかけた。製造業では現状、受発注業務や現場作業などで多くの紙
が使われる。生産現場の改善活動に力を注ぐ企業は多いが、こうした紙
ベースの運用を見直せば、さらに業務を効率化できるのではないか？　こ
こでは、製造業向けにペーパーレスを提案する２社の事例を紹介する。
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「作業を時間軸に沿って記録できる」と語
るライカシャトルの宗像良社長

企業間の取引はアナログ

　「会社ごとにはデジタルツール
を使った管理が進むが、企業間
の取引はアナログで紙や電話、
ファクスのやり取りが多い」――。
　生産管理システムなどを開発、
販売するテクノア（岐阜市、山崎
耕治社長）品質管理部の奥田貴
光部長はこう指摘する。
　特に受発注業務では、発注書
や図面、仕様書などをやり取りす
る上で、発注者も受注者も多くの
紙を消費する。紙を送付するのに
ファクスを使うことも多く、印刷代

や通信費がかさむ。認識のずれ
を防ぐため、時には電話での照
合作業も必要だった。

コストや手間を削減

　同社はこうした課題を解決
するため、多種多様な企業向け
（BtoB）のプラットフォームサービ
スを開発するインフォマートと業務
提携し、今年３月からクラウドサー
ビス「BtoBプラットフォーム受発
注 for 製造業」の提供を開始し
た。
　同サービスは、タブレット端末や
パソコンで受発注業務の進ちょく

状況を一元管理でき、ペーパーレ
スを実現する。コストや照合作業
の手間を削減でき、受注者と発
注者の認識のずれも起こらない。
「受発注業務を効率化し、生産
性の向上や人手不足の解消に
つなげてほしい」と奥田部長は説
明する。あるユーザーの事例では
紙の枚数を従来の半分、ファクス
やメールの時間を７分の１、図面
のやり取りを12分の１にそれぞれ
削減できたという。
　だが、発注者が同サービスを
使いたくても、取引先となる多数
の受注者の同意が得られなけれ
ば意味がない。そこでテクノアは、
発注者が受注者の賛同を集めて
サービスを使い始めるまで手厚く
支援する。こうしたコンサルティン
グ料も含めて初期費用は最低30
万円からで、月々の利用料は従
量課金制だ。一方、受注者は初
期費用が無料で、支払いは月々

の利用料だけ。そ
れも一定量までは
無料で利用でき、
使いやすく設定さ
れている。奥田部
長は「製造業の
中小企業が気軽
に導入できる価格
帯とした」と語る。
　2023年３月まで
に約9000社の導
入を目指す。今年
は営業活動が制

限され厳しい状況だったが、PR
に注力するなどして、10月時点で
500社以上のユーザーを確保し
た。「受注者だった企業が次に
発注者になれば、多数の新しい
受注者を連鎖的に巻き込めるの
で、ユーザー数が一気に増加す
る」と奥田部長は期待する。

紙をそのままデジタルに

　デジタルデータを使った業務改
善のコンサルティングを手掛ける
ベンチャー企業のライカシャトル
（名古屋市東区、宗像良社長）
は11月１日、紙の帳票をデジタル
化するクラウドサービス「ラピルス
DX」の提供を始めた。
　製造現場では設備点検表や
在庫管理表などさまざまな紙の
帳票を手書きで記録することが
多いが、ラピルスDXはデジタル
化した帳票をクラウド上で管理で
き、ペーパーレスを実現する。手

書きした内容を表計算ソフトなど
に転記する作業もなくなり、製造
現場の情報を正確に、より早く集
約できる。紙の保管スペースの削
減も可能だ。
　特徴は、紙の帳票をそのままデ
ジタル化できること。帳票のひな
型をPDFファイルに変換し、その
様式に合わせて記載項目を編集
してラピルスDXに登録すればよ
い。作業者はタブレット端末などを
使い、従来と同じ要領で必要な
情報を入力できる。「使い勝手は
紙と変わらず、導入時の現場の
抵抗感は少ない」と宗像社長は
話す。
　また、入力したデータはCSV
ファイルの形式でダウンロードで
き、顧客が持つデータベースとも
連携しやすい。

時間軸に沿って記録

　ラピルスDXの強みは、導入し
やすい価格帯にある。ター
ゲット市場は製造現場や飲
食店、介護施設など多岐
にわたるが、個人経営の飲
食店でも簡単に導入できる
よう初期費用を税別で５万
円、月額料金を同9800円に
抑えた。
　また、帳票に情報を入力
した時間をログデータとし
て収集できるのも売り。「作
業を時間軸に沿って記録で
きる。最終的には、業務プロ

セスを可視化して改善につなげ
る『プロセスマイニング』を実現し
たい」と宗像社長は強調する。
　販売目標は年間で6000アカ
ウント。同社は定型作業を自動
化するロボティクス・プロセス・オー
トメーション（RPA）ツールも取り
扱っており、顧客が持つデータ
ベースとラピルスDXを連携する
のにRPAツールを提案するなどし
て、相乗効果を狙う考えだ。
　今は取引先のRPAベンダーと
の共同提案に取り組み、ベンダー
の販売網を生かしてラピルスDX
を拡販する。また、ペーパーレスを
推進するキーマンとの接点をどう
作るかも課題で、展示会の出展
やメディア媒体への露出を通じた
PR活動にも力を注ぐ。
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